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彙
　
　
報　
二
〇
一
六
年
七
月
〜
十
二
月

大

谷

学

会

◇
研
究
発
表
会

十
月
二
十
四
日
（
月
）
午
後
一
時
〜

於

響
流
館
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

少
女
雑
誌
に
お
け
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
宝

塚
少
女
歌
劇—

坪
内
士
行
を
中
心
に—

本
学
准
教
授

三
浦
誉
史
加

五
臺
山
佛
光
寺
の
唐
代
の
経
幢

本
学
准
教
授

松
浦
典
弘

知
的
活
動
支
援
ツ
ー
ル
と
し
て
の
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ュ
ア
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン

本
学
准
教
授　

酒
井
恵
光

日
野
町
事
件
・
再
審
請
求
に
お
け
る
証
人
供

述
の
分
析

本
学
教
授　

脇
中　

洋

真
宗
総
合
研
究
所

◇
委
員
会

七
月
十
三
日
（
水
）
午
後
〇
時
二
十
分
〜

於　

博
綜
館
第
五
会
議
室

・「
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」

に
つ
い
て

・
研
究
事
業
の
自
己
点
検
・
評
価
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

・
二
〇
一
六
年
度
東
京
分
室
「
指
定
研
究
」

に
つ
い
て

・
報
告
事
項

「
寺
本
婉
雅
旧
蔵
資
料
追
加
目
録
」（
西
蔵

文
献
研
究
班
）
に
つ
い
て

・
そ
の
他

七
月
二
十
八
日
（
木
）
午
後
三
時
〜

於

博
綜
館
第
五
会
議
室

・「
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」

に
つ
い
て

・
そ
の
他

十
月
十
日
（
月
）
午
後
一
時
〜

於

博
綜
館
第
四
会
議
室

・『
研
究
紀
要
』
第
三
十
四
号
の
編
集
に
つ
い

て
・
そ
の
他

十
二
月
五
日
（
月
）
午
後
一
時
〜

於

博
綜
館
第
五
会
議
室

・
紀
要
投
稿
論
文
査
読
結
果
に
つ
い
て

・
客
員
研
究
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

・
そ
の
他

◇
二
〇
一
六
年
度
第
一
回
研
究
員
総
会

七
月
二
十
八
日
（
木
）
午
後
五
時
五
分
〜

於　

響
流
館
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
演
習
室

B
ig V

alley C
afe

真

宗

学

会

◇
第
二
回
例
会

七
月
十
三
日
（
水
）
午
後
二
時
四
十
分
〜

於　

尋
源
講
堂

「
内
観
」
と
「
内
感
」

—

金
子
大
栄
と
清
沢
満
之—

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
第
三
学
年東　

真
行

◇
大
会

十
月
二
十
六
日
（
水
）
午
後
三
時
〜

於　

尋
源
講
堂

欲
生
・
願
生
・
往
生

—

『
大
無
量
寿
経
』
出
現
の
意
義—

本
学
教
授　

加
来
雄
之

信
の
宗
教
と
浄
土
の
思
想

京
都
大
学
大
学
院
教
授　

氣
多
雅
子
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◇
真
宗
学
科
第
二
学
年

比
叡
山
登
山
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

十
月
二
十
九
日
（
土
）

午
前
九
時
集
合
、
午
後
二
時
比
叡
山
延
暦
寺

根
本
中
堂
前
で
解
散
。

真
宗
学
演
習
Ⅱ
の
授
業
の
一
環
と
し
て
第
二

学
年
の
学
生
と
担
当
教
員
が
参
加
。

◇
第
三
回
例
会

十
一
月
二
日
（
水
）
午
後
二
時
四
十
分
〜

於　

尋
源
講
堂

真
実
行

—

法
然
か
ら
親
鸞
へ
の
相
承
と
そ
の
展
開

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
第
二
学
年後

藤　

海

◇
修
士
論
文
中
間
発
表
会

十
一
月
九
日
（
水
）
午
後
二
時
四
十
分
〜

於　

二
号
館
二
二
〇
一
教
室

現
生
正
定
聚

長
尾
良
見

唯
除
の
意
義—

親
鸞
の
視
座
を
通
し
て—廣

田　

至

阿
弥
陀
仏
と
諸
仏—

『
教
行
信
証
』「
行
巻
」

を
中
心
と
し
て—

 

關
根
大
果

『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
時
の
問
題—

時
機
純

熟
と
信
の
一
念—

 

海　

理
在

◇
第
四
回
例
会

十
二
月
七
日
（
水
）
午
後
二
時
四
十
分
〜

於　

尋
源
講
堂

真
人
社
の
僧
伽
観

—

『
真
人
』
第
十
三
号
を
中
心
と
し
て—

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
第
二
学
年井

上
泰
之

◇
卒
業
論
文
中
間
発
表
会

十
二
月
八
日
（
木
）
午
後
六
時
〜

於　

二
号
館
二
三
〇
一
教
室

現
生
正
定
聚

加
来
ゼ
ミ　

藤
野
一
彰

浄
土
と
は
ど
う
い
う
場
所
か

一
楽
ゼ
ミ

寺
本

光

真
宗
に
お
け
る
五
逆
を
犯
し
た
者
と
正
法
を

誹
謗
し
た
者
の
位
置木

越
ゼ
ミ

新
川

楓

『
現
代
に
お
け
る
死
の
受
容
』
清
沢
満
之
の
生

涯
か
ら

井
上
ゼ
ミ　

伊
藤　

智

「
自
己
と
は
何
ぞ
や
」
〜
清
沢
が
出
遇
っ
た
自

己
〜

三
木
ゼ
ミ　

門
間
晃
樹

◇
第
五
回
例
会

十
二
月
十
四
日
（
水
）
午
後
二
時
四
十
分
〜

於

尋
源
講
堂

『
安
楽
集
』
の
『
涅
槃
経
』
引
文
に
つ
い
て

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
第
一
学
年三

池
大
地

◇
第
六
回
例
会

十
二
月
二
十
一
日
（
水
）午

後
二
時
四
十
分
〜

於　

尋
源
講
堂

『
佛
説
観
無
量
寿
経
』
を
読
む—

教
育
者
「
釈

尊
」—

 

本
学
准
教
授　

大
城
邦
義

仏

教

学

会

◇
研
究
発
表
例
会

十
一
月
二
十
一
日
（
月
）午

後
四
時
二
十
分
〜

於

響
流
館
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
演
習
室

源
信
の
菩
提
心
観

本
学
教
授

ロ
バ
ー
ト
・
ロ
ー
ズ

パ
ー
リ
語
文
献
に
お
け
る
「
目
覚
め
る
」
と

「
目
覚
め
さ
せ
る
」
に
つ
い
て

本
学
任
期
制
助
教　

稲
葉
維
摩

◇
史
跡
踏
査

十
一
月
二
十
八
日
（
月
）
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訪
問
先
：
石
山
寺
（
滋
賀
県
大
津
市
）

◇
公
開
講
演
会

十
二
月
八
日
（
木
）
午
後
四
時
二
十
分
〜

於

響
流
館
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

初
期
大
乗
経
典
誕
生
の
背
景

京
都
文
教
大
学
学
長　

平
岡　

聡

宗

教

学

会

◇
第
三
十
六
回
「
大
拙
忌
」
記
念
公
開
講
演
会

七
月
七
日
（
木
）
午
後
四
時
二
十
分
〜

於　

響
流
館
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

分
別
と
無
分
別

—

而
し
て
『
無
分
別
の
分
別
』
妙

京
都
大
学
名
誉
教
授　

上
田
閑
照

社

会

学

会

◇
社
会
学
科
公
開
講
義

十
二
月
七
日
（
水
）
午
後
一
時
〜

於

二
号
館
二
三
〇
一
教
室

再
犯
防
止
に
向
け
た
矯
正
施
設
の
取
り
組
み

京
都
拘
置
所
所
長　

岡
本
昌
之

国
史
学
会
・
日
本
仏
教
史
学
会

◇
大
谷
大
学
日
本
史
の
会
大
会
・
総
会

七
月
三
十
日
（
土
）
午
後
一
時
〜

於

響
流
館
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

・
研
究
発
表
（
午
後
一
時
十
分
〜
）

小
豆
島
の
文
化
財—

「
地
域
ら
し
さ
」
を
誇

り
に
！—

真
砂
祐
樹

本
校
に
お
け
る
社
会
家
系
科
目—

私
な
り
の

取
り
組
み—

 

村
谷
辰
典

徳
川
美
術
館
よ
も
や
ま
話—

作
品
は
如
何
に

伝
え
ら
れ
て
き
た
の
か—

 

四
辻
秀
紀

・
記
念
講
演
（
午
後
三
時
二
十
五
分
〜
）

親
鸞
と
恵
信
尼
結
婚
の
意
味

草
野
顕
之

・
総
会
（
午
後
五
時
〜
）

・
懇
親
会
（
午
後
五
時
二
十
分
〜
）

於

一
号
館
学
生
談
話
室
一B

ig V
alley C

afe

◇
大
谷
大
学
日
本
史
の
会
十
月
例
会

十
月
八
日
（
土
）
午
後
二
時
〜

於

響
流
館
演
習
室
三

美
濃
地
域
に
お
け
る
本
願
寺
教
団
の
発
達

老
泉　

量

◇
大
谷
大
学
日
本
史
の
会
十
一
月
例
会

十
一
月
二
十
六
日
（
土
）
午
後
二
時
〜

於　

博
綜
館
第
四
会
議
室

『
浄
土
教
報
』
に
お
け
る
地
震
記
事—

濃
尾
地

震
を
中
心
に—

 

長
谷
川
雄
高

文

藝

学

会

◇
公
開
講
演
会

七
月
七
日
（
木
）
午
後
一
時
〜

於

響
流
館
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

『
石
清
水
物
語
』
の
背
景

本
学
任
期
制
助
教　

関
本
真
乃

中
国
古
代
の
歌
謡
と
女
性

神
戸
大
学
教
授

釡
谷
武
志

◇
『
文
藝
論
叢
』
第
八
十
七
号
発
行

（
十
月
Ａ
５
判
八
十
八
ペ
ー
ジ
）

『
清
浄
法
行
経
』
の
研
究—

七
寺
本
『
清
浄
法

行
経
』
の
「
翻
刻
」
と
「
訓
読
」
を
め
ぐ
っ

て—
 

野
村
卓
美

《
翻
訳
》
お
も
し
ろ
さ
に
つ
い
て
の
導
入
研
究

（
前
篇
）—

M
U

R
R

A
Y

 S
. D

A
V

IS
, T

hat’s
Interesting!: Tow

ards a Phenom
enology of 

S
o

c
io

lo
g

y
 

a
n

d
 

a
 

S
o

c
io

lo
g

y
 

o
f 

P
henom

enology

（
訳
稿
）—

内
海
透
雄



　58

大
秦
一
浩

現
代
北
京
語
に
関
す
る
調
査
研
究—

中
国
ド

ラ
マ
「
裸
婚
時
代
」
第
三
集

C
hapter 

03‒05
〜03‒09

の
訳
注—

 

渡
部　

洋

早
川
智
美

王　

秀
梅

三
鬼
丈
知

富
山
久
代

〝
満
洲
国
文
学
〞
に
関
す
る
新
資
料
解
読—

『
偽
満
時
期
文
學
作
品
叢
書
』
全
10
冊
を
中

心
に—

 
李　
　

青

『
今
昔
物
語
集
』
巻
六
と
巻
七
の
構
成
に
つ
い

て

金　
　

偉

呉　
　

彦

国

文

学

会

◇
講
演
会
及
び
先
師
法
要

十
月
八
日
（
土
）
午
後
二
時
〜於　

尋
源
講
堂

講
演
会

『
平
家
物
語
』
と
『
太
平
記
』
の
こ
と
ば

—

仏
教
語
使
用
の
様
相—本

学
教
授　

池
田
敬
子

先
師
法
要

導
師　

石
橋
義
秀

中

国

文

学

会

◇
卒
業
論
文
中
間
発
表
会

十
月
二
十
六
日
（
水
）
午
後
一
時
〜

於

響
流
館
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
演
習
室

李
白
、
杜
甫
、
高
適
が
互
い
に
送
り
あ
っ
た

詩
の
相
手
に
対
す
る
思
い
に
つ
い
て服

部
航
平

王
維
の
輞
川
集
に
つ
い
て

安
井
祐
樹

捜
神
記
に
お
け
る
〝
夢
〞
の
役
割

安
田
朱
里

李
白
の
出
身
に
つ
い
て

李　
　

源

三
国
志
の
呉
の
対
外
政
策

立
野
雄
一

◇
学
術
公
開
講
演
会

十
二
月
十
三
日
（
火
）
午
後
二
時
四
十
分
〜

於

響
流
館
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
演
習
室

『
文
章
軌
範
』
を
讀
む
伊
藤
仁
齋
・『
源
氏
物

語
』
を
讀
む
本
居
宣
長—

中
國
古
文
と
日

本
近
世
散
文
精
神
の
誕
生

同
志
社
大
学
教
授　

副
島
一
郎

西
洋
文
学
研
究
会

◇
『
西
洋
文
学
研
究
』
第
三
十
六
号
発
行

（
七
月
二
十
五
日
）

〈
目
次
〉

サ
ン=

テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
作
品
に
お
け
る
子
ど

も
の
喪
失

藤
田
義
孝

歪
め
ら
れ
た
ロ
マ
ン
主
義
的
「
子
ど
も
」—

シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
ー
の
『
電
気
石
』
に
お
け

る
少
女
の
「
障
が
い
」
に
つ
い
て藤

原
美
沙

E
llen G

lasgow

の
戦
略
的

sisterhood
—

A
llen Tate

とH
. L

. M
encken

と
の
書
簡
か

ら

種
子
田
香

◇
年
次
大
会

九
月
十
六
日
（
金
）
午
後
二
時
〜

於　

博
綜
館
第
四
会
議
室

①
総
会

②
研
究
発
表
（
午
後
三
時
〜
）

世
界
文
学
の
条
件—

『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ

ッ
ト
』
と
『
星
の
王
子
さ
ま
』

藤
田
義
孝

幻
想
・
教
育
・
社
会
化—

シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
ー
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の
『
電
気
石
』
に
お
け
る
受
け
皿
と
し
て

の
「
子
ど
も
」

藤
原
美
沙

越
境
す
る
ヒ
ロ
イ
ン—

W
illiam

 W
ells 

B
row

n

の
C

lotel; 
or 

T
he 

P
resident’s 

D
aughter

に
お
け
るPassing

と
異
性
装

種
子
田
香

英

文

学

会

◇
年
次
大
会

十
二
月
八
日
（
木
）
午
後
四
時
二
十
分
〜

於　

慶
聞
館
Ｋ
四
一
三
教
室

研
究
発
表

A
m

erican G
arden

と
19
世
紀
的
想
像
力

—

エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
の“T

he 

L
andscape G

arden ”

を
読
む—

池
末
陽
子

卒
業
論
文
中
間
発
表

司
会　

宮
下
侑
也

①
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
キ
ン
グ
『
キ
ャ
リ
ー
』

に
つ
い
て

小
川
裕
樹

②
ジ
ェ
イ
ン
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
『
分
別
と
多

感
』
に
つ
い
て

大
久
保
愛

国
語
教
育
学
会

◇
第
四
回
研
究
大
会

十
二
月
三
日
（
土
）
午
後
二
時
〜

於

五
号
館
五
一
〇
三
教
室

日
々
の
教
育
実
践
か
ら
学
ん
だ
こ
と

—

『
大
き
な
か
ぶ
』
の
授
業
を
中
心
に—

京
都
市
公
立
小
学
校
教
諭

前
川
瑠
美

『
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
』
の
指
導
法

—

話
し
合
い
の
活
動
に
焦
点
を
あ
て
て—

京
都
府
公
立
小
学
校
教
諭

高
橋
茉
由

『
協
同
学
習
』
を
活
か
し
た
授
業
実
践

—

『
言
語
活
動
の
重
視
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て—

神
戸
大
学
附
属
小
学
校
教
諭　

高
橋
由
衣

人
文
情
報
学
科

◇
外
部
講
師
を
お
招
き
し
て
の

人
文
情
報
学
演
習
１
の
授
業

七
月
十
一
日
（
月
）

「
21
世
紀
型
若
人
の
生
き
甲
斐
と
幸
福
論
」
と

題
し
た
外
部
講
師
に
よ
る
講
義
を
行
っ
た
。

◇
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の模

擬
授
業
の
実
施

七
月
十
七
日
（
日
）

判
っ
て
く
れ
な
い
か
ら
こ
そ
伝
え
た
い釆

睪　

晃

八
月
七
日
（
日
）

iPad

紙
芝
居

山
本
貴
子

八
月
二
十
一
日
（
日
）

あ
な
た
の
欲
し
い
も
の
は
？—

こ
こ
ろ
を
知

る
情
報
技
術

髙
橋　

真

九
月
十
八
日
（
日
）

た
っ
た
40
分
で
わ
か
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス

上
田
敏
樹

◇
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験
合
格
講
座
の
開
催

八
月
一
日
（
月
）
〜
四
日
（
木
）

学
生
が
備
え
て
お
く
べ
き
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
基

礎
的
な
知
識
を
証
明
す
る
国
家
試
験
で
あ
る

Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験
合
格
の
た
め
の
集
中

講
座
を
開
催
し
、
第
二
学
年
か
ら
第
四
学
年

の
約
二
十
名
が
参
加
し
た
。

◇
人
文
情
報
学
科
サ
ロ
ン
２
０
１
６

十
月
二
日
（
日
）

第
一
部　

講
演
会
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文
楽
（
人
形
浄
瑠
璃
）
の
人
形
遣
い
で
あ
る

吉
田
蓑
二
郎
氏
よ
り
、
人
形
を
操
る
た
め
の

情
報
の
伝
え
方
な
ど
、
文
楽
の
魅
力
に
つ
い

て
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
山
本
先
生
か
ら
は
、
文
字
や
音
声
情

報
が
太
古
か
ら
時
空
を
超
越
し
て
現
在
に
至

っ
た
歴
史
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
っ
た
。

第
二
部

懇
親
会

新
装
オ
ー
プ
ン
し
た
食
堂
を
会
場
と
し
て
、

卒
業
生
と
在
学
生
と
の
交
流
を
図
っ
た
。

ま
た
、
卒
業
生
に
は
、
新
し
い
校
舎
・
慶
聞

館
も
ご
覧
い
た
だ
き
、
大
き
く
変
わ
り
つ
つ

あ
る
大
谷
大
学
の
今
を
感
じ
て
い
た
だ
い
た
。

◇
卒
業
論
文
中
間
発
表
会

十
月
十
七
日
（
月
）
〜十

一
月
二
十
四
日
（
木
）

よ
り
実
り
あ
る
内
容
と
す
る
た
め
、
卒
業
論

文
中
間
発
表
会
を
各
々
の
ゼ
ミ
の
時
間
に
実

施
し
た
。
第
四
学
年
だ
け
で
は
な
く
、
卒
論

の
テ
ー
マ
を
今
後
決
め
る
第
三
学
年
、
第
三

学
年
か
ら
の
ゼ
ミ
を
選
択
す
る
第
二
学
年
の

参
加
も
得
て
、
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
た
。

◇
ミ
ニ
・
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の

慶
聞
館
の
紹
介

情
報
表
現
学
演
習
２
の
履
修
学
生
が
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
型
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
成

果
を
日
本
で
一
番
新
し
い
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

の
紹
介
と
題
し
て
発
表
し
た
。

具
体
的
に
は
、
動
画
制
作
と
ポ
ス
タ
ー
制
作

の
二
チ
ー
ム
が
撮
影
機
材
、
編
集
ソ
フ
ト
、

ス
マ
ホ
な
ど
を
駆
使
し
、
日
本
一
新
し
い
校

舎
・
慶
聞
館
を
紹
介
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
、
こ
の
成
果
を
プ
レ
ゼ
ン
し
た
。

◇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
人
文
情
報
学
研
究
の
最
前
線
２
０
１
６
」

十
二
月
十
七
日
（
土
）午

後
〇
時
五
十
五
分
〜

於　

響
流
館
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
演
習
室

S
ession 1

（
座
長
：
柴
田
み
ゆ
き
）

契
丹
（
遼
）
時
代
文
化
財
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
に
つ
い
て

武
田
和
哉
（
大
谷
大
学
）

大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
稀
覯
チ
ベ
ッ
ト
語
文

献
の
研
究—

シ
ャ
ク
リ
ン
パ
著
『
プ
ラ
サ

ン
ナ
パ
ダ
ー
注
』
研
究
序
説—

三
宅
伸
一
郎
（
大
谷
大
学
）

T
hupten G

aw
a

（
大
谷
大
学
）

S
ession 2

（
座
長
：
三
宅
伸
一
郎
）

霧
の
中
の
初
期
チ
ベ
ッ
ト
論
理
学

福
田
洋
一
（
大
谷
大
学
）

Ｐ
Ｃ
に
よ
る
系
図
表
示
の
現
状
と
課
題

柴
田
み
ゆ
き
（
大
谷
大
学
）

生
田
敦
司
（
大
谷
大
学
）

S
ession 3

（
座
長
：
池
田
佳
和
）

共
感
覚
的
知
覚
の
進
化
的
基
盤

髙
橋

真
（
大
谷
大
学
）

例
示
を
用
い
た
図
ベ
ー
ス
の
情
報
伝
達

酒
井
恵
光
（
大
谷
大
学
）

S
ession 4

（
座
長
：
酒
井
恵
光
）

Ｉ
ｏ
Ｔ
時
代
に
お
け
る
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末

と
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
の
シ
ナ
ジ
ー

上
田
敏
樹
（
大
谷
大
学
）

池
田
佳
和
（
大
谷
大
学
）

E
ngineering the future—

社
会
の
根
本
的
ニ

ー
ズ
に
こ
た
え
る
メ
タ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ—

鈴
木

浩
（
日
本
経
済
大
学
）

池
田
佳
和
（
大
谷
大
学
）
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短

期

仏

教

科

◇
第
二
学
年
卒
業
研
究
中
間
発
表
一
夜
研
修
会

九
月
十
五
日
（
木
）
〜
十
六
日
（
金
）

 

於　

湖
西
キ
ャ
ン
パ
ス
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

第
二
学
年
の
一
夜
研
修
会
を
開
催
。
十
一
月

三
十
日
の
卒
業
研
究
の
提
出
に
向
け
て
、
中

間
発
表
会
と
、
教
員
を
交
え
て
の
懇
談
会
を

行
っ
た
。

◇
第
二
学
年
卒
業
研
究
中
間
報
告
会
（
第
二
回
）

十
月
二
十
七
日
（
木
）

 

於　

学
内

第
二
学
年
の
卒
業
研
究
に
関
す
る
中
間
報
告

会
（
第
二
回
）
を
開
催
。
十
一
月
三
十
日
の
卒

業
研
究
の
提
出
に
向
け
て
、
第
二
回
目
の
中

間
報
告
を
行
っ
た
。

幼
児
教
育
保
育
科

◇
一
泊
研
修
会

七
月
二
日
（
土
）
〜
三
日
（
日
）

 

於　

南
山
城
村
自
然
の
家

第
一
学
年
、
第
二
学
年
合
同
で
一
泊
研
修
会

を
開
催
し
た
。
保
育
者
と
し
て
の
企
画
力
を

身
に
つ
け
る
た
め
、
第
二
学
年
の
学
生
が
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
内
容
に
つ
い
て
企
画
運
営

を
担
当
し
た
。
ま
た
二
日
目
に
は
第
一
学
年

が
「
学
び
の
発
見
」
の
成
果
を
発
表
し
た
。

◇
第
三
十
一
回
幼
教
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

十
二
月
十
八
日
（
日
）
午
前
十
時
三
十
分
〜

 

於　

講
堂

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
勇
〜
一
歩
踏
み
出
す
勇

気
〜
」。
大
谷
幼
稚
園
の
園
児
や
近
隣
の
子
ど

も
た
ち
を
招
待
し
、
第
二
学
年
ク
ラ
ス
ご
と

の
総
合
表
現
の
舞
台
に
加
え
、
吹
奏
楽
演
奏
、

二
学
年
合
同
の
ゼ
ミ
ご
と
で
の
出
し
物
、
合

唱
を
発
表
。
会
場
入
口
に
は
、
第
一
学
年
が

製
作
し
た
手
作
り
お
も
ち
ゃ
等
が
置
か
れ
、

子
ど
も
た
ち
に
実
際
に
遊
ん
で
も
ら
う
経
験

も
で
き
た
。
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学
生
会
員 

投
稿
規
程

1
．
本
学
会
学
生
会
員
で
、『
大
谷
学
報
』
に
論
文
の
掲
載
を
希
望
す
る
も
の
は
、
指
導
教
員

の
推
薦
状
を
添
え
て
投
稿
で
き
る
（
一
六
〇
〇
〇
字
以
内
と
す
る
）。

2
．
投
稿
さ
れ
た
論
文
は
、
審
査
を
経
て
採
否
が
決
定
さ
れ
る
。

3
．
論
文
の
審
査
は
、
編
集
委
員
お
よ
び
編
集
委
員
が
選
任
委
嘱
す
る
審
査
委
員
（
若
干
名
）

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

4
．
審
査
の
結
果
は
左
記
の
通
り
と
し
、
②
③
の
場
合
に
は
、
投
稿
者
に
そ
の
理
由
を
通
知
す
る
。

①
採
用

②
条
件
付
き
採
用
（
修
正
が
な
さ
れ
た
場
合
採
用
）

③
不
採
用

5
．
こ
の
規
程
は
、『
大
谷
学
報
』
第
八
十
九
巻
第
一
号
よ
り
適
用
さ
れ
る
。




